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成人式に出席した成人者たち

控
平
成
田
隼
一
臣
官
濃
町
成
人
式

平
成
四
年
長
浜
町
成
人
式
が
、
一
月
十

五
日
、
中
央
公
民
館
大
ホ
l
ル
で
行
わ
れ
、

男
子
五
十
人
人
、
女
子
七
十
八
人
の
計
百

一
二
十
六
人
が
決
意
を
新
た
に
し
て
大
人
の

仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

記
念
式
典
で
は
、
上
田
町
長
が
「
新
し

い
時
代
へ
の
豊
か
な
理
想
を
掲
げ
て
、
成

人
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
頂
き
た
い
」

と
式
辞
を
述
べ
、
成
人
者
を
代
表
し
て
矢

野
真
理
さ
ん
(
長
浜
)
が
「
今
日
を
節
目

と
し
て
、
社
会
を
支
え
る
真
の
社
会
人
に

な
れ
る
よ
う
自
分
を
磨
き
、
長
浜
町
の
発

展
に
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
誓
い
の
こ

と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
記
念
行
事
と
し
て
記

念
撮
影
や
長
浜
町
連
合
青
年
団
に
よ
る
餅

つ
き
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
新
成
人
者
全
員

の
昼
食
パ
ー
テ
ィ
で
は
、
久
ぶ
り
の
友
達

と
の
語
ら
い
な
ど
、
思
い
出
深
い
成
人
式

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
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第 4固定例会。ー離費間一一一一

長
浜
町
議
会
第
四
回
定
例
会
が
、
十

二
月
十
九
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
二
日

間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
の
は
、

請
負
契
約
の
締
結
、
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
平
成
士
一
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
十
六
件
、

河
辺
川
ダ
ム
建
設
及
び
中
予
分
水
計
画

に
つ
い
て
の
陳
情
、
例
月
出
納
検
査
報

告
な
ど
議
報
告
七
件
で
議
案
は
い
ず
れ

も
原
案
通
り
可
決
、
議
報
告
書
は
い
ず

れ
も
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

大
屋
地
区
道
路

新
設
工
事
ほ
か

平
成
三
年
度
一
般
会
計
に
四
億
二
千

五
十
四
万
四
千
円
が
補
正
さ
れ
、
予
算

総
額
は
六
十
六
億
五
百
六
十
六
万
八
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

一般質問の答弁をする上田町長

今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
使
い
み
ち
は
、

次
の
通
り
で
す
。

{
民
生
費
一
社
会
福
祉
総
務
費
と
し
て
、

身
体
障
害
者
ホ

l
ム
へ
ル
パ

l
の
設
置

や
重
度
身
体
障
害
者
住
宅
整
備
事
業
費

な
ど
一
千
五
百
七
十
七
万
円
。

地
方
改
善
対
策
費
と
し
て
、
大
屋
地

区
道
路
新
設
工
事
ほ
か
一
億
三
千
四
百

九
十
八
万
五
千
円
。

一
商
工
費
一
観
光
費
と
し
て
、

J

R
長

浜
駅
西
側
構
内
の
土
地
を
国
鉄
清
算
事

業
団
よ
り
購
入
し
て
、
町
内
物
産
の
展

示
場
等
を
開
設
す
る
た
め
の
観
光
案
内

所
用
地
購
入
費
な
ど
一
千
五
百
九
十
二

万
三
千
円
。

職
員
の
給
与
に
開
閉
す
る

条
例
査
一
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
よ
る
公
務
員
の
給
与

改
定
に
基
づ
い
て
、
長
浜
町
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

本
町
職
員
の
場
合
、
給
与
で
三
司
七

一
い
一
川
ト
引
き
上
げ
と
な
り
、
平
成
三
年

四
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
改
定
す
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
初
任
給
は
、
高

卒
で
十
二
一
万
四
千
九
百
円
、
大
卒
で
十

五
万
四
百
円
と
な
り
ま
す
。

融
問
あ
ら
し
展
望

公
園
ル
ー
ト
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結

肱
川
あ
ら
し
展
望
公
園
ル

l
ト
整
備

工
事
(
分
割
三
一
)
は
、
五
千
三
百
七
十

六
万
六
千
円
で
株
式
会
社
西
田
興
産
と

請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

町
道
大
平
鯨
改
良
工
事

請
負
契
約
の
締
結

昭
和
六
十
二
年
度
よ
り
国
庫
補
助
金

を
導
入
し
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
い
V

る

町
道
大
平
線
の
改
良
工
事
は
、
二
一
千
五

百
六
十
三
万
八
千
円
で
、
株
式
会
社
一

宮
工
務
庖
と
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

継
続
し
て

鋭
意
整
備
を

質
問

i
町
道
大
平
線
の
改
良
に
つ
い

て
(
田
中
定
幸
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
i
町
道
大
平
線
の
バ

イ
パ
ス
と
し
て
、
鋭
意
整
備
を
進
め
て

い
る
本
線
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
年
度

事
業
で
回
湖
川
に
仮
設
の
橋
を
か
け
橋

台
の
設
置
に
向
け
掘
削
中
、
左
岸
側
橋

台
上
部
の
山
腹
で
地
す
べ
り
が
発
生
し

た
た
め
、
当
初
の
整
備
計
画
の
進
度
が

遅
れ
て
お
り
、
ま
だ
四
年
程
度
の
年
月

が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
-
県

の
対
応
が
大
き
く
影
響
し
て
く
る
が
、

基
本
的
に
は
一
級
幹
線
町
道
で
あ
り
、

継
続
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。今
後
は
移
管

手
続
き
に
着
手

質
問
:
・
県
道
藤
縄
長
浜
線
の
そ
の
後

の
状
況
に
つ
い
て
(
田
中
定
幸
議
員
)

答
弁
(
町
長
)

j
県
道
藤
縄
長
浜
線

に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
に
登

記
可
能
な
測
量
は
完
了
し
て
い
る
が
、

約
十
六
e

一
キ
ロ
ぃ
日
の
延
長
と
六
百
七

十
筆
余
も
の
件
数
を
県
道
に
移
管
す
る

に
は
、
多
額
の
費
用
を
要
す
る
た
め
、

他
市
町
と
の
動
向
を
勘
案
し
検
討
し
て

い
き
た
い
。

な
お
る
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

現
在
進
め
て
い
る
国
土
調
査
の
際
に
、

公
道
と
し
て
分
筆
し
、
権
原
の
明
確
化

を
図
り
、
ま
ず
、
平
成
四
年
度
の
戒
川

地
区
の
調
査
が
終
り
次
第
、
同
地
区
の

延
長
分
に
つ
い
て
の
移
管
手
続
き
に
当

面
着
手
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

肱
山
川
を
利
用
し
た

ス
ポ
ー
ツ
を
F

でや町 ン
検ベの答ト質
討 l イ弁に問
しロベ(つ
てンン町い肱
お競ト長て川
り走に-を
、等っ:田利
私をい肱中用
白実て川定し
身施はを幸た
もす、利議町
こるカ用員の

4年度完成に向け整備が進む小j甫リパ れ方ヌし)イ
サイドスポーツパーク(注解'8川ージ) ら向!た べ

の
イ
ベ
ン
ト
を
含
め
た
町
づ
〈
り
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
わ
一

ま
た
、
平
成
二
年
度
か
ら
整
備
し
て

い
る
「
小
浦
リ
パ

1
サ
イ
ド
ス
ポ

1

7

パ
l
ク
整
備
事
業
」
は
平
成
四
年
度
完

成
で
あ
り
、
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
パ

l
ク
が

完
成
す
る
と
、
川
を
利
用
し
た
ス
ポ
ー

ツ
に
つ
い
て
も
調
査
を
行
い
、
平
成
五

年
度
に
は
何
ら
か
の
形
で
そ
の
可
能
性

を
見
い
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

緊
急
度
を
考
え

復
掘
に
努
め
る

質
問
:
台
風
十
九
号
の
被
害
状
況
に

つ
い
て
(
池
田
政
治
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
i
台
風
十
九
号
に
よ

る
公
共
施
設
の
災
害
で
国
庫
負
担
法
に

基
づ
く
施
設
災
と
し
て
採
択
を
受
け
た

も
の
は
、
青
島
漁
港
西
防
波
堤
の
外
、

物
揚
場
、
防
潮
堤
の
三
件
で
あ
り
、
復

旧
決
定
工
費
は
一
億
八
千
六
百
九
イ
四

万
円
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
他
小
規
模

な
公
共
土
木
施
設
の
災
害
に
つ
い
て
も
、

三
百
万
円
の
被
害
が
出
て
い
る
。

被
害
に
対
す
る
復
旧
状
況
に
つ
い
て

は
、
一
部
既
定
予
算
を
充
当
し
て
対
応

し
て
い
る
が
、
大
半
は
補
正
で
対
処
し

て
い
き
た
い
。
な
お
、
青
島
漁
港
の
復

旧
対
策
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
の
機
能

維
持
を
図
る
上
で
緊
急
度
等
を
考
え
、

当
面
西
防
波
堤
の
復
旧
に
努
め
た
い
。

農
作
物
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、

果
実
、
農
業
施
設
、
樹
体
の
被
害
総
額

で
二
億
六
千
七
百
三
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
ま
ず
、
果
実
被
害
に
つ
い
て
、
温

州
み
か
ん
は
、
約
三
千
五
百
万
円
の
減

収
見
込
み
で
あ
り
、
ま
た
、
キ
ウ
イ
フ



3ー

ル
ー
ツ
で
は
、
四
千
三
百
万
円
余
の
被

害
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
他
、
い
よ
柑
-

栗
な
ど
合
わ
せ
約
一
千
三
百
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
な
お
樹
体
被
害
で
も
、
キ
ウ

イ
フ
ル
ー
ツ
が
約
一
億
三
千
二
万
円
の

被
害
を
受
け
て
い
る
。

施
設
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
ハ
ウ
ス

み
か
ん
の
ハ
ウ
ス
が
、
約
三
千
三
百
万

円
の
被
害
を
受
け
て
い
る
c

水
産
関
係

で
は
、
青
島
の
活
魚
用
の
浮
桟
橋
等
約

八
百
万
円
の
被
害
を
受
け
、
な
お
、
ヒ

ラ
メ
養
殖
場
で
も
、
約
二
千
万
円
の
被

害
に
達
し
て
い
1

る
c

現
在
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て
、
農
業

施
設
で
は
、
被
害
を
受
け
た
み
か
ん
ハ

ウ
ス
の
ほ
と
ん
ど
が
復
旧
し
て
い
る
。

水
産
関
係
で
は
、
桟
橋
・
電
気
施
設
等

を
町
単
独
事
業
と
し
て
補
修
咽
整
備
し

て
お
り
、
な
お
、
ヒ
ラ
メ
養
殖
施
設
の

ネ
ッ
ト
の
補
修
に
つ
い
て
も
、
各
事
業

主
に
よ
り
復
旧
し
て
い
る
。

今
後
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、
特
に
被

害
の
大
き
い
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
に
対
し

平
成
田
年
を
目
途
に
樹
勢
回
復
用
肥
料

の
助
成
を
町
単
独
事
業
と
し
て
考
え
て

間般質

お
り
、
施
肥
量
、
種
類
等
の
調
査
を
農

協
に
依
頼
し
て
い
る
。

最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を

復旧が進む青島の西防波堤

質
問
・
:
平
成
四
年
度
予
算
の
編
成
方

針
に
つ
い
て
(
池
田
政
治
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
・
E

当
町
の
予
算
編
成

方
針
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
推
移
や
国
・

県
の
経
済
施
策
の
動
向
を
把
揮
し
な
が

ら
、
歳
出
予
算
の
徹
底
し
た
節
減
合
理

化
を
図
り
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
予
算
編
成
の
中

で
指
示
し
て
い
る
。

財
政
収
入
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
平
成

四
年
度
の
地
方
財
政
計
画
が
策
定
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
不
透
明
で
あ
る
。
地

方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
大
幅
に
圧
縮

さ
れ
る
方
針
が
固
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

昨
年
度
以
上
に
大
変
厳
し
い
状
況
に
な

る
も
の
と
予
想
し
て
い
る
。

次
に
、
平
成
四
年
度
予
算
の
重
点
項

目
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
ε

つ
く
り
特
別

対
策
事
業
」
が
四
年
度
で
仕
上
げ
の
年

と
な
る
た
め
、
こ
の
事
業
を
完
成
し
て

行
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る。
当
初
予
算
の
伸
ぴ
率
に
つ
い
て
は
、

国
の
こ
か
ら
三
日
汁
ト
に
対
し
、
当
町
は

三
か
ら
四
日
汁
ト
の
伸
び
率
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
極
め
て
流
動
的
で
あ
る
。

ま
た
、
公
債
費
の
歳
出
に
占
め
る
割

合
に
つ
い
て
は
一
五
・
五

y
rー
、
地
方

債
の
歳
入
に
占
め
る
割
合
に
つ
い
て
は

一
七
・
一
引
け
ト
で
あ
り
、
平
成
四
年
度

で
は
、
若
干
上
昇
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

当
町
に
お
い
て
は
、
公
共
投
資
基
本

計
画
や
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
か
年

戦
略
を
年
頭
に
お
き
な
が
ら
予
算
の
編

成
に
当
た
っ
て
い
る
が
、
中
長
期
的
展

望
に
立
っ
た
計
画
的
、
弾
力
的
で
堅
実

な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
?
え
て
い
る
。

定
住
化
を
図
る
た
め

臨
海
部
の
開
発
を

質
問
:
・
長
浜
町
過
疎
対
策
に
つ
い
て

(
池
田
政
治
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
:
・
過
疎
対
策
問
題
に

つ
い
て
、
当
町
で
は
、
昭
和
四
十
五
年

の
人
口
一
万
四
千
三
十
三
一
人
が
、
平
成

二
年
の
国
勢
調
査
で
は
一
万
八
百
二
十

六
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
人
口
減
少

の
要
因
を
考
え
て
み
る
と
、
時
代
的
背

景
の
中
で
の
士
業
化
、
都
市
化
、
農
林

業
の
不
振
と
若
者
の
都
市
志
向
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。
当
町
で
は
こ
の

対
策
と
し
て
、
定
住
化
を
図
る
た
め
臨

海
部
開
発
の
推
進
、
ま
た
、
港
湾
、
農 今年度中に完成する沖浦さくらの道

業
基
盤
等
、
住
環
境
、
交
通
体
系
や
文

化
施
設
等
の
施
策
を
講
じ
て
い
る
が
、

開
発
事
業
が
無
け
れ
ば
、
過
疎
化
は
ま

だ
ま
だ
進
ん
で
い
る
と
考
え
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
創
生
の
一
億
円
に
つ
い
て

は
、
平
成
元
年
三
月
の
定
例
議
会
で

「
町
、
づ
く
り
基
金
条
例
」
の
制
定
に
議

決
し
て
頂
き
、
同
額
の
一
億
円
を
積
み

立
て
、
町
キ
つ
く
り
委
員
会
の
活
動
補
助

金
や
町
の
活
性
化
事
業
の
た
め
に
運
用

し
て
い
る
。
今
後
は
、
さ
ら
に
有
効
利

用
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉

え
、
長
浜
町
の
活
性
化
の
た
め
、
町
民

の
皆
さ
ん
が
知
恵
を
出
し
て
頂
き
、
一

億
円
が
各
行
事
等
で
使
わ
れ
、
長
期
的

に
活
用
し
て
い
る
と
い
う
ご
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

県
の
指
導
を
受
け

慎
重
に
検
討

質
問
・
:
上
水
道
の
諸
問
題
に
つ
い
て

(
堤
正
和
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
i
上
水
道
の
高
料
金

制
度
の
導
入
に
つ
い
て
、
こ
の
高
料
金

対
策
事
業
に
は
、
次
の
三
つ
の
条
件
が

整
わ
な
け
れ
ば
導
入
で
き
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
ま
ず
一
番
目
に
、
前
年

度
の
有
収
水
量
が
一
立
方
一
日
当
た
り

資
本
費
が
百
円
以
上
で
あ
る
こ
と
で
あ

り
、
当
町
の
場
合
約
百
九
十
円
で
あ
る
。

二
番
目
に
は
、
前
年
度
有
収
水
量
が
一

立
方
い
日
当
た
り
給
水
単
価
が
百
八
十

五
円
以
上
で
あ
る
こ
と
で
、
当
町
の
場

合
は
二
百
七
十
六
円
で
あ
り
、
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
も
条
件
を
満
た
し
て
い
る
。

但
し
三
番
目
の
平
成
一
二
年
四
月
一
日
現

在
に
お
け
る
一
か
月
の
十
立
方
M
州
当

た
り
の
基
本
料
金
が
、
千
七
百
円
以
上

で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
町
の
場

合
千
五
百
円
と
な
っ
て
お
り
、
当
町
で

は
、
こ
の
対
策
の
適
用
を
受
け
る
条
件

が
揃
っ
て
い
な
い
の
で
、
高
料
金
対
策

事
業
に
は
該
当
し
な
い
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
こ
の
適
用

を
受
け
る
と
す
る
な
ら
ば
、
県
の
指
導

を
十
分
に
受
け
、
慎
重
に
検
討
し
て
参

1
ノ
二
、
。

ル
?
イ
J

し
業
者
の
承
認
の

も
と
に
機
種
を
変
重

質
問
:
・
先
般
、
質
問
し
た
公
共
事
業

と
町
発
注
の
備
品
購
入
の
競
争
入
札
に

対
す
る
監
査
委
員
の
意
見
に
つ
い
て

(
堤
正
和
議
員
)

答
弁
(
満
野
監
査
委
員
)
:
・
先
般
、

日
高
監
査
委
員
と
町
担
当
者
の
出
席
を

求
め
、
質
問
内
容
を
調
査
検
討
し
現
地

を
視
察
し
た
結
果
、
こ
の
工
事
は
設
計

監
理
等
に
基
づ
き
、
規
定
通
り
競
争
入

札
が
行
わ
れ
て
い
る
。
機
種
の
変
更
に

つ
い
て
は
、
調
査
の
結
果
、
納
期
等
の

こ
と
か
ら
設
計
の
監
理
委
託
業
者
と
協

議
し
、
そ
の
承
認
の
も
と
に
変
更
し
て

お
り
、
工
事
に
つ
い
て
も
、
違
法
も
な

く
全
て
妥
当
だ
っ
た
と
確
信
し
て
い
る
。

ま
た
、
私
個
人
の
立
場
か
ら
考
え
を

述
べ
さ
せ
て
も
ら
う
な
ら
ば
、
損
を
し

た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
仕
組
み
上

役
場
と
し
て
は
自
治
法
に
甘
基
づ
い
て
の

こ
と
で
あ
り
、
入
札
以
前
の
問
題
に
な
っ

て
く
る
と
思
う
。
堤
議
員
が
意
見
を
述

べ
ら
れ
、
質
疑
さ
れ
る
こ
と
は
意
義
が

あ
り
、
町
も
今
後
の
町
政
の
運
営
に
参

考
に
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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全農石油基地一一一一

成

誘
致
企
業
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
そ

の
都
度
、
広
報
で
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
は
、
昨
年
六
月
二
十
六
日
に
誘
致

が
決
定
し
た
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合

会
(
全
農
)
の
西
日
本
石
油
基
地
の
概

要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
石
油
基
地
は
、
昭
和
五
ト
六
年

十
二
月
の
町
議
会
で
議
決
さ
れ
た
総
合

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
建
設
基
本
構
想
に
基

「ニ.1.l.且耳L白t，----.l1Q$担<d一一-
E ー司ームーーー守ムー一ーーーーー--

1公共埠頭

国道 378号

拓海工業団地平面図

l晴

操
盛
一
橋
盟
関

づ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
企
業
と
し
て
、

愛
媛
県
の
指
導
、
協
力
を
得
て
誘
致
し

た
も
の
で
す
。

全
農
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
か
ら
新

石
油
施
設
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
農
協

系
統
の
自
主
流
通
体
制
の
整
備
と
流
通

コ
ス
ト
の
合
理
化
及
び
安
定
供
給
を
図

る
た
め
、
順
次
石
油
基
地
の
建
設
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
回
当
町
に
建
設
す
る

こ
と
に
な
っ
た
西
日
本
石
油
基
地
は
、

新
潟
、
東
海
に
続
く
全
国
八
番
目
の
基

地
と
し
て
今
年
四
月
に
着
工
し
、
平
成

五
年
五
月
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
基
地
の
概
要
及
び
業
務
内
容

等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
基
地
の
概
要

基
地
の
建
設
用
地
は
、
拓
海
工
業
用

地
に
取
得
し
た
約
三
万
平
方
い
川
で
、

主
な
施
設
と
し
て
は
、
貯
蔵
タ
ン
ク
五

基
(
最
大
五
千
キ
ロ
れ
)
、
貯
蔵
容
量

一
万
六
千
キ
ロ
幻
及
び
事
務
所
、
倉
庫

等
(
延
面
積
約
一
千
四
百
平
方
い
川
)

を
建
設
す
る
計
画
で
す
。

一
方
、
基
地
建
設
用
地
の
前
両
水
域

に
は
、
最
大
六
千
ト
ン
級
タ
ン
カ
ー
の

接
岸
で
き
る
専
用
ド
ル
フ
ィ
ン
(
桟
橋
)

を
建
設
し
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
貯
蔵
タ

ン
ク
に
油
送
す
る
計
画
で
す
。

②
業
務
の
内
容

こ
の
石
油
基
地
は
、
石
油
製
品
(
ガ

ソ
リ
ン
、
灯
油
、
軽
油
、
重
油
)
の
受

入
、
貯
蔵
及
び
配
送
が
主
た
る
業
務
で
、

堺
(
大
阪
府
)
、
水
島
(
岡
山
県
)
、

徳
山
(
山
口
県
)
等
の
各
製
油
所
か
ら

内
港
タ
ン
カ
ー
(
五
千
i
一
千
ト
ン
級
)

か
ら
移
入
し
た
製
品
を
油
種
別
に
そ
れ

ぞ
れ
の
タ
ン
ク
に
貯
蔵
し
た
後
、
タ
ン

ク
ロ
ー
リ
ー
車
(
約
十
四
キ
ロ
川
ん
積
)

約
三
十
五
台
で
各
給
油
所
等
へ
配
送
す

る
も
の
で
、
移
入
に
伴
う
タ
ン
カ
ー
の

入
港
隻
数
は
、
月
平
均
十
隻
程
度
の
予

定
で
す
。

ま
た
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
車
に
よ
る

配
送
エ
リ
ア
は
、
当
面
愛
媛
県
内
全
域

と
高
知
県
西
部
地
域
の
農
協
給
油
所
及

び
営
農
燃
料
基
地
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
将
来
的
に
は
、
高
速
交
通
網
の
整

油種名 % 式 容量 基数 直径
高さ

(K L) (基) (m) (m) 

並ガソリン 浮屋根式 2，350 2 15.5 15.2 

灯 油 円錐屋根式 5，000 I 19.2 18.5 

軽 t由 1， 2，300 1 15.5 13.5 

A重油 " 4，000 1 18.0 17.0 

備
に
併
せ
て
、
香
川
県
及
び
高
知
県
全

域
へ
の
配
送
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
公
害
及
び
災
害
防
止
対
策

全
農
西
日
本
石
油
基
地
の
公
害
及
び

災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
町
は

拓
海
工
業
団
地
に
立
地
し
て
い
る
他
の

企
業
と
同
様
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
石
油
製
品
の
配
送
基
地

で
あ
る
こ
と
か
ら
災
害
防
止
に

関
す
る
内
容
を
追
加
し
、
公

害
及
ぴ
災
害
防
止
協
定
を

締
結
し
て
万
全
の
措
置

完成予想図

タンク容量等

事
業
活
動
に
伴
う
排
水
は
あ
り
ま
せ
ん

が
雨
水
排
水
中
の
油
の
濃
度
は
、
排
水

一
い
い
い
中
二
ミ
リ
グ
師
以
下
と
す
る
と
と
も

に
、
タ
ン
カ
ー
に
よ
る
油
の
入
荷
時
に

は
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
の
展
張
を
義
務
づ

け
、
油
が
漏
れ
た
場
合
の
拡
散
を
防
止

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
騒
音
、
振
動
に
つ
い
て
も

規
制
値
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
緑
地

の
確
保
に
つ
い
て
も
義
務
づ
け
て
い
ま

す。
一
方
、
災
害
防
止
に
関
し
て
は
、
消
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防
法
、
そ
の
他
関
係
法
令
の
遵
守
は
も

と
よ
り
、
施
行
に
つ
い
て
は
、
L

人
洲
地

R
広
域
消
防
本
部
の
指
導
の
も
と
、
防

仙
堤
、
消
火
設
備
等
の
防
災
設
備
に
厳

格
を
期
す
る
と
と
も
に
、
某
一
弛
の
完
成

検
査
に
つ
い
て
も
危
険
物
保
安
協
会
へ

委
嘱
す
る
等
、
慎
重
に
対
処
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
基
地
に
出
入
り
す
る
タ
ン
カ
ー

に
つ
い
て
は
、
港
則
法
や
海
上
交
通
安

全
法
の
遵
守
と
船
舶
着
桟
要
領
並
び
に

作
業
基
準
の
確
之
に
よ
る
昔
一
眉
桟
時
及
ぴ

作
業
時
の
安
全
対
策
を
、
更
に
、
ロ
ー

リ
1
単
に
よ
る
出
荷
及
び
輸
送
に
つ
い

て
も
、
積
込
設
備
、
輸
送
車
両
日
市
の
安

全
一
対
策
に
つ
い
て
も
万
全
を
期
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
異
常
時
等
に
お
け
る
措
置
、

違
反
時
の
措
置
、
被
害
補
償
、
関
連
企

業
に
対
す
る
責
務
等
に
つ
い
て
も
万
全

を
期
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
基
地
の

安
全
性
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

④
経
済
効
果

こ
の
基
地
建
設
に
係
る
事
業
費
は
、

約
三
十
五
億
円
(
用
地
費
除
く
)
が
見

込
ま
れ
で
お
り
、
固
定
資
産
税
等
の
税

収
を
は
じ
め
、
建
設
資
材
の
調
達
及
び

下
詰
関
連
企
業
等
の
活
用
に
よ
る
地
域

経
済
へ
の
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
雇
用
に
つ
い
て
は
業
種
が
ら

多
く
は
望
め
ま
せ
ん
が
、
基
地
の
従
業

員
は
十
一
一
一
人
で
こ
の
内
十
人
を
新
規
雇

用
す
る
計
画
で
、
配
送
業
務
等
間
接
的

な
雇
用
十
人
と
合
わ
せ
て
て
十
人
の
新

規
雇
用
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
新
規
雇
用
に
つ
い
て

は
、
地
万
一
優
先
で
採
用
す
る
計
両
で
あ

り
、
平
成
五
年
一
月
間
一
に
は
、
そ
の
募

集
、
採
用
等
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

以
上
、
全
農
西
日
本
石
油
法
地
の
概

要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
の

よ
う
な
石
油
基
地
の
進
出
は
、
当
町
が

推
進
し
て
お
り
ま
す
港
湾
整
備
の
促
進

に
拍
車
を
か
け
る
と
と
も
に
、
将
来
的

に
は
、
関
連
企
業
の
立
地
に
も
結
び
つ

く
可
能
性
が
大
で
あ
り
、
長
浜
町
の
産

業
振
興
及
び
地
域
経
済
の
活
性
化
に
大

き
く
寄
与
す
る
も
の
と
期
特
し
て
い
ま

す。

一一一一一税金関係など

平
成
一
二
年
分
の
確
定
申
告
が
、
一
一
月

十
六
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
期
限
間
近

に
な
り
ま
す
と
税
務
署
は
、
大
混
雑
し

ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。
確
定
申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
期
限
ま
で
に
申

許
を
し
な
か
っ
た
り
、
誤
コ
た
申
告
を

し
た
り
し
ま
す
と
、
後
で
不
足
の
税
金

を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
不
足
額
の

定
割
の
加
算
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
も
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す。

(
E
R

浜
町
体
育
館
で
の
出
張
受
付

は
、
つ
月
十
七
日
か
ら
十
九
日
の
三
一
日

間
で
す
。
)

女
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
・
-
-
事
業
所
得
や
不
動
産
収
入
な
ど

の
あ
る
場
合
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た

場
合
な
Y
一
で
、
平
成
二
一
年
中
の
所
得
金

額
か
ら
、
配
偶
者
拝
除
な
ど
の
所
得
控

除
の
合
計
額
を
超
え
る
方
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
に
つ
い
て
の

所
得
税
は
、
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス

か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
、
原
則
と
し
て
確

定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
確
定
申

告
会
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
給
与
の
年
収
が
一

T
瓦
百
万
円
を

超
え
る
方
。

②
給
与
所
得
や
退
職
所
何
以
外
の
所

得
合
計
が
二
十
万
円
を
超
え
る
方
。

⑦
給
与
を
こ
か
所
以
上
か
ら
も
ら
っ

て
い
る
方
。

確
定
申
告
を
す
る
必
要
円
な
い
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
で
も
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー

ン
な
ど
を
利
用
し
て
取
得
し
た
場
合
や

多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
。

』
立
た
、
災
害
や
泣
難
に
あ
っ
た
場
合

な
ど
は
、
確
定
申
告
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な

い
方
で
還
付
を
受
け
る
た
め
に
確
定
申

告
を
す
る
場
合
に
は
、
給
与
や
退
職
所

得
以
外
の
所
得
が
、
一
一
十
万
円
以
下
で

あ
る
所
得
も
申
告
し
な
け
れ
ば
ん
な
り

ま
せ
ん
。

一
納
税
は
期
限
内
一

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納
税
期

限
は
、
申
告
期
限
と
同
じ
一
二
月
十
五
日

(
平
成
三
年
分
は
三
月
十
六
日
)
ま
で

で
す
c

ま
た
、
振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
る

方
は
、
指
定
し
て
い
る
預
貯
金
口
座
の

残
高
を
保
認
し
て
お
い
て
〈
だ
さ
い
r

納
税
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
来
納
と
な
っ

て
い
る
税
額
に
汁
し
年
一
四
・
六
日
川
ト

(γ
成
三
年
分
は
、
五
月
十
六
日
ま
で

で
年
七
。
一
二
U

汁
ト
)
の
延
滞
税
が
か
か

り
ま
す
。

一
振
替
納
組
制
度
の
利
用
を
一

所
得
税
の
納
税
の
方
法
に
、
振
替
納

税
方
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利

用
す
れ
ば
、
銀
行
な
ど
の
預
貯
金
口
座

か
ら
掠
替
に
よ
っ
て
納
税
す
る
二
と
が

で
き
ま
す
か
ら
、
納
税
の
た
め
の
手
数

が
少
な
く
て
済
み
ま
す
。

ま
た
、
う
っ
か
り
納
税
期
限
を
忘
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
な
く
な
り
、
大
変
便

利
で
す
の
で
振
呑
納
税
の
御
利
用
を
お

勧
め
し
ま
す
。

大
新
た
に
振
替
納
税
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
預
貯
金
先
の
牟
融
機
関
か
税
務

署
に
「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
」
を

平
成
一
一
一
年
度
分
町
・
県
民
税
の
受
け

付
け
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
一
二
一
月
十
五

日
ま
で
で
す
c

女
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

平
成
凶
年
一
月
一
日
現
在
、
長
浜
町

に
住
民
設
鎌
の
あ
る
方
で
次
の
よ
う
な

方
は
、
町
。
県
民
税
の
確
定
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
給
与
所
得
の
ほ
か
に
、
農
業
、
家

賃
、
地
代
等
の
収
入
の
あ
る
方
。

大
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
い
報
告
書

を
提
出
さ
れ
な
い
方
。

大
給
与
所
得
以
外
の
方
で
営
業
や
農

業
、
そ
の
他
の
事
業
を
営
む
小
刀
、
ま
た

は
、
雑
所
得
、
副
業
、
内
職
等
で
平
成

提
出
し
て
く
だ
さ
亡
い
。
(
用
紙
は
長
浜

町
役
場
税
務
課
に
も
あ
り
ま
す
。
)

一
偽
税
理
士
に
ご
注
意
}

納
税
者
の
依
頼
に
よ
る
税
務
代
理
、

税
務
書
類
の
作
成
、
税
務
相
談
辻
、
税

理
士
で
な
い
人
は
し
て
い
け
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
確
定
申
舎
の
時
期

に
は
、
税
務
書
類
の
作
成
な
ど
を
税
理

士
に
依
煩
さ
れ
る
方
が
多
い
こ
と
に
便

乗
し
て
、
税
理
ト
L

の
資
格
の
な
い
人
が

税
務
書
類
の
作
成
な
ど
を
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
「
偽
税
理

士
」
は
法
律
に
進
反
す
る
だ
け
で
な
く
、

依
頼
し
た
方
が
迷
感
を
彼
る
結
果
と
な

り
ま
す
P

依
頼
さ
れ
る
時
は
、
正
規
の

税
理
し
し
で
あ
る
か
ど
う
か
よ
く
確
か
め

て
ノ
¥
だ
さ
い
。

コ
一
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
人
。

品
目
雑
損
、
医
療
費
等
の
控
除
の
適
用

を
受
け
よ
う
と
す
る
方
。

会
所
得
が
な
く
て
も
国
民
健
康
保
険

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
。

女
申
告
に
必
要
な
書
類
な
ど

大
町
園
県
民
税
の
申
令
書
(
役
場
税

務
課
ま
た
は
中
告
会
場
に
あ
り
ま
す
。
一

台
給
与
所
得
の
場
合
は
、
源
泉
徴
収

票
c食

事
業
を
し
て
い
る
方
は
、
各
種
営

業
帳
簿
、
決
算
書
、
収
入
明
細
書
、
領

収
書
等
。

合
申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合

す
推
計
で
課
税
す
る
こ
と
に
な
り
、

国
民
健
康
保
険
税
等
の
軽
減
措
置
が
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ム
ヌ
町
制
県
民
税
の
申
告
相
談
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
せ
辻
、
役
場
税
務
課

(五一一
l

一
一
一
こ
ま
で
。
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楽
し
い
ひ
と
と
き
を

i
白
山
園
で

ク
リ
ス
マ
ス
忘
年
会

i

十
二
月
十
一
日
、
白
山
闘
で
在
園
者

や
関
係
者
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
忘
年
会

が
行
わ
れ
、
約
六
十
人
が
参
加
し
た
。

会
で
は
、
臼
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
関
係
者
の
方
を
交
え
て
の
食
事
会
や

カ
ラ
オ
ケ
、
踊
り
、
ゲ
i
ム
な
ど
で
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。
A
明

お
茶
の
間
で
人
気
の

塩
沢
と
き
さ
ん
が
来
町

j
テ
レ
ビ
朝
日
系
の
番
組
収
録

1

十
二
月
六
日
、
女
優
の
塩
沢
と
き
さ

ん
s

山
村
紅
葉
さ
ん
が
‘
「
誘
わ
れ
て

二
人
旅
(
テ
レ
ビ
朝
日
系
こ
の
番
組
収

録
の
た
め
に
当
町
を
訪
れ
た
。

こ
の
番
組
は
、
日
本
各
地
の
四
季
と

グ
ル
メ
を
求
め
て
、
地
域
の
人
々
と
ふ

れ
あ
い
な
が
ら
郷
土
料
理
や
名
所
旧
跡

な
ど
を
紹
介
す
る
と
い
う
も
の
で
、
当

町
自
慢
の
河
豚
料
理
や
み
か
ん
園
、
金

山
出
石
寺
、
肱
川
あ
ら
し
な
ど
が
収
録 楽しく会食をする参加者たち

松沼竹略構え主どの花コ舎を

~盆栽同好会が鉢を寄贈~

12月24日、長浜盆栽同好会(会員35人)

が、役場や老人ホ ムなどの町内各施設に

正月用の盆栽を届けた。

二れは毎年、各施設の正月用の飾りとし

て、会の皆さんが丹精こめて育てた鉢を鑑

賞して、新しい年を迎えてもらおうと届け

られたもの。鉢には、松、竹、梅、南天、福寿

草などのおめでたい花木が植えられていた。
建F

'J) 

~(5) 

さ
れ
た
。

な
お
、
収
録
模
様
は
二
月
五
日
(
水
)

午
前
九
時
一
二
十
分
か
ら
広
島
ホ

1
ム
テ

レ
ビ
で
放
映
さ
れ
る
。

4
可

あ
っ
ノ
と
驚
い
た
ク
リ
ス
マ
ス

ー
沖
浦
保
で
ク
リ
ス

マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
ー

十
二
月
二
十
一
日
、
沖
浦
保
育
所
で

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、

園
児
や
地
域
の
お
年
寄
り
な
ど
約
五
十

人
が
参
加
し
た
。

こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
ジ
ン
グ
ル
ベ

ル
が
流
れ
る
こ
の
時
期
に
、
園
児
達
の

夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
み
ん
な
で
楽
し
も

う
と
行
わ
れ
た
も
の
。
園
児
達
は
、
劇

や
踊
り
で
は
し
ゃ
ぐ
一
方
、
お
母
さ
ん

達
に
よ

る
仮
装

ダ
ン
ス

で
は
、

「
あ
勺

/
あ
っ

ノ
」
と

驚
く
一

幕
も
あ

り
、
み

ん
な
で

楽
し
く

過
ご
し

た
。
官
V

出海でもちつきをする塩沢さん

百
の
数
数
え
柚
子
湯
を
上
が
り
け
り

小
西
イ
セ
子

子
の
真
似
る
三
猿
に
母
の
初
笑
ひ

渡
辺
恭
一

高
左
木
芳
ト
ラ
ン
プ
の
負
け
に
し
っ
ぺ
い
初
笑
ひ

授

か

り

し

余

生

大

事

に

七

日

粥

菊

地

徹

松
田
土
口
幸
ネ
ク
タ
イ
の
歪
み
を
正
す
初
錆

初

笑

ひ

猫

が

回

転

椅

子

を

落

ち

山

尾

雄

志

一
(
呂
博
風
呂
を
出
て
柚
子
の
匂
ほ
へ
る
肌
を
拭

初

鵜

キ

ク

キ

ク

キ

ク

と

頭

上

過

ぐ

ぐ

久

保

七

葉

亀
田
哲
久
母
の
顔
見
た
だ
け
で
児
の
初
笑

両

隣

り

聞

こ

え

る

ほ

ど

に

初

笑

ひ

久

保

七

穂

楠

野

孝

行

新

し

き

心

に

仰

ぐ

初

御

空

鍬

始

痩

地

い

じ

り

は

老

ば

か

り

宇

都

宮

恵

美

子

神
西
光
子
初
笑
ひ
と
め
ど
も
な
く
て
お
下
げ
髪

七

日

粥

長

い

人

生

か

み

し

め

る

都

田

マ

サ

子

鎌
田
政
子
お
ん
お
ん
と
鐘
鳴
り
続
く
初
詣

子

供

ら

の

は

や

り

言

葉

や

初

笑

ひ

松

田

裕

子

菊
地
久
美
子
燈
半
ば
息
整
へ
て
初
詣

身

を

載

せ

て

切

る

程

に

な

き

鏡

餅

松

田

成

虎

藤

岡

蓉

子

禁

煙

の

待

合

室

の

懐

手

寸

l
i
l
i
-
-
!
l
i
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
1
1
l
i
l
i
-
-
l
!
J

一
ふ
吾
さ
と
め
ぐ
り
(
重
宝
編
〉
一

一

金

出

出

石

寺

2

一

一

鎌

茸

枚

な

鐘

が

け

る

け

荘

見

は

音

h

定

像

像

よ

た

一

一
、
皮
一

o

銅

o

堂

分

さ

、

の

を

尊

観

イ

指

木

座

山

け

る

一

一

は

桧

を

る

る

る

本

を

だ

は

り

え

本

手

訪

県

の

来

野

受

あ

一

一

堂

・

皮

あ

い

い

や

身

く

堂

造

構

御

千

が

、

財

如

高

り

で

一

一

摩

塔

樹

で

て

て

堂

に

て

本

き

な

、

彫

薩

た

化

迦

、

譲

の

一

一

護

宝

の

の

れ

つ

師

お

べ

や

重

せ

木

菩

ま

文

釈

は

り

も

一

一

つ

多

桧

も

ら

な

大

、

延

一

立

る

は

い

げ

に

、

は

し

。

像

一

一

に

え

に

し

下

財

と

に

差

る

座

一

一

面

伝

根

珍

り

化

る

前

を

あ

保

一

一

正

を

屋

る

吊

文

上

の

手

が

虻

一

一

り

式

、

い

に

の

を

堂

の

音

迦

一

一

入

様

で

て

堂

定

段

師

悲

観

釈

一

一

に

の

り

い

摩

指

階

大

大

じ

の

一

一

内

代

造

茸

護

国

に

、

慈

封

龍

一

一

境

時

棒

枚

、

、

更

り

大

ケ

一

一

倉

総

一

お

は

あ

て

ボ

県

一

」

白山閣に寄贈した盆栽会の
皆ざんと矢野園長(中央)

直言

11 [亘
書閣

zt 

一休きんに扮しダンスする園児たち
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ム
に
よ
っ
て
松
山
市
外
二
市
五
町
へ
分

水
し
よ
う
と
す
る
水
量
は
、
毎
秒
一
・

九
五
ト
ン
の
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
一
・
九
五
ト
ン
程
度
の
流
量

調

査

を

が

減

る

と

い

、

つ

こ

と

で

あ

り

ま

す

。

但

、
こ
の
ダ
ム
建
設
計
画
の
総
貯
水
容

強

く

要

望

言

、

約

四

千

六

十

万

立

方

討

と

な

っ

質
問
・
:
河
辺
川
ダ
ム
建
設
で
、
長
浜
て
お
り
、
梅
雨
期
な
ど
の
水
量
の
多
い

町
に
及
ぶ
影
響
や
水
量
が
ど
の
程
度
減
っ
時
に
水
を
貯
め
、
少
な
い
時
に
そ
の
水

て
い
く
か
っ
(
後
藤
菊
博
'
今
坊
)
を
流
し
河
川
の
正
常
な
流
量
を
維
持
し

回
答
:
・
肱
川
の
年
総
流
出
量
は
、
昭
ょ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

和
三
十
四
年
か
ら
昭
和
五
十
七
年
ま
で
従
っ
て
、
渇
水
時
に
は
こ
れ
ま
で
よ

の
一
一
十
三
か
年
の
平
均
で
約
十
二
億
六
り
多
く
の
水
量
が
流
れ
る
こ
と
に
な
り
、

千
八
百
万
立
方
M
川
と
な
っ
て
お
り
、
か
ん
が
い
期
(
三
月
十
六
日
か
ら
十
月

毎
秒
約
四

O
'
二
立
方
M
川
の
水
が
流
三
十
一
日
)
に
は
、
約
六
・

O
立
方

れ
て
い
ま
す
が
、
水
利
用
の
面
か
ら
、

M
川
/
/
秒
を
確
保
す
る
と
い
、
つ
水
の
利

渇
水
時
が
問
題
で
あ
り
過
去
の
デ
ー
タ
用
計
画
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

に
よ
り
ま
す
と
、
昭
和
三
十
九
年
、
四
ま
た
、
水
の
確
保
が
で
き
て
も
ダ
ム

十
年
の
二
割
二
立
方
川
川
/
秒
、
次
い
建
設
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

で
昭
和
三
十
五
年
の
三
・
一
立
方
灯
る
か
と
言
い
ま
す
と
、
水
質
、
水
位
、

/

秒

と

な

っ

て

い

ま

す

。

水

温

等

の

変

化

と

生

態

系

へ

の

影

響

な

質
問
の
事
項
に
つ
い
て
、
河
辺
川
ダ
ど
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

E

、、‘E
S

，F
J

R

.
ヘ
劇
J
.
品

甫

女

の

子

な

の

で

、

平

凡

で

も

健

康

で

お

だ

や

か

な

人

一

/

喝

遁

聞

且

¥

、

~

，

q
B

司

h
j
-

り
叫
に
一
中
生
が
良
い
と
思
い
、
本
の
中
か
ら
:
:
:
“
あ
さ
み
"
の

よ

-

一

ハ

け

響

き

が

と

て

も

可

愛

く

名

付

け

ま

し

た

。

…

J
1
 

'
i
r
J
-
t
y
u
v

「
嫁
に
行
っ
て
ほ
し
く
な
i
い
」
父
よ
り
。
「
親
の

h
b
話
J

1

d

こ
と
な
ど
気
に
せ
ず
、
お
嫁
に
行
っ
て
ね
!
」
母
よ
り
。

官

十

一

三

一

事

こ

ん

な

一

れ

一

:

ょ

う

気

持

ち

を

…

川

、

ま

一

ご

み

に

い

を

少

し

で

も

、

i
J丸

Lir-
生
…

噛
胃
晶
一

?
f
'

ぬ
蜘
潜
滋
鶏
一
灘
千
戸
ぺ

P

J

よ

b

ふ

河

口

同

町

町
一
一
一
}
み
捨
轄
気
づ
か
う
鞠
ヨ
丸
一
ふ
、

f
u
n
d
J一
日

一

下

一

さ

一

一

一

ワ

在

に

な

っ

)

一

:

一

;

ト
ο

J

ミ

デ

月

一

日

晶

級

官

総

務

激

務

一

-

、

一

す

〕

{

一

、

一

ノ

ヂ

マ

ワ

ム

一

に

ぺ

あ

蕗

時

て

ほ

し

い

鞠

鱗

鰯

欝

寒

行

P

;

臨

時

、

ム

議

麟

鍛

練

畿

支

ケ

ミ

三

万

三

九

ξ
去
年
一

hviti--
一

定

で

す

。

半

後

三

仁

、

j
j
y
ぎ
が
伝
記
叫
ん
ミ
ヘ
ー

3
一

面

持

一

J

団
法
子
時
一

朝

、

=

円

明

H

r

眠、
γ急
時

間

一‘

γ
:
い

お

範

(

父

H
孝
さ
ん
・
母
H
ナ

ツ

エ

さ

ん

)

…

今
後
は
、
当
町
を
は
じ
め
流
域
市
町

村
が
一
体
と
な
っ
て
こ
れ
ら
の
環
境
影

響
予
測
、
即
ち
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や

水
源
問
題
に
つ
き
流
域
の
振
興
計
画
と

合
わ
せ
て
当
調
査
を
強
く
要
望
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

L県
行内
わで
才1. ~立
て
t-. 
な
t-) 

質
問
:
缶
ジ
ュ
ー
ス
、
缶
ピ

l
ル
等

の
ふ
た
の
部
分
を
集
め
て
、
車
い
す
を

贈
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
詳
し
い
内
容
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。
(
池
浦
万
里
子
。
黒
田
)

回
答
i
質
問
の
こ
と
に
つ
い
て
新
聞

等
の
報
道
で
は
、
広
島
県
福
山
市
、
三

重
県
松
坂
市
白
上
野
市
な
ど
の
社
会
福

祉
協
議
会
が
、
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う

で
す
。内
容
に
つ
い
て
は
、
ア
ル
ミ
缶
の
ふ

た
を
集
め
れ
ば
、
車
い
す
を
も
ら
え
る

と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
ふ
た
を
ア
ル

ミ
回
収
業
者
に
売
却
し
た
収
益
金
で
、

車
い
す
を
購
入
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
な
お
、
車
い
す
一
台
分
(
約
五

万
円
)
に
は
、
ア
ル
ミ
缶
の
ふ
た
が
約

一
ト
ン
(
二
百
万
か
ら
一
二
百
万
個
)
必

要
で
す
。

ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
は
、
車
い
す

を
購
入
す
る
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
な

く
、
環
境
美
化
や
資
源
の
再
利
用
等
を

考
え
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
現
在

当
町
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
県

及
び
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
照
会
し
た

と
こ
ろ
、
県
内
に
お
い
て
も
、
こ
の
取

り
扱
い
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

俳
句
自
本
一
に

沖
井
瑞
穂
さ
ん

N
H
K
学
園
全
国

俳
句
コ
ン
ク
ー
ル

平
成
三
年
イ
一
月
二
十
四
日
、
東
京

で
行
わ
れ
た

N
H
K
学
関
全
国
俳
句
コ

ン
ク
ー
ル
(
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
)
で
、
沖

井
瑞
穂
さ
ん
(
長
小
六
)
の
俳
句
が
、

全
国
応
募
八
千
三
百
七
十
句
中
、
大
会

大
賞
に
選
ば
れ
全
国
一
位
に
輝
き
ま
し

た。
な
お
、
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

リ
シ
呂

Z

ア
@
部

一
大
賞
一
港
ま
で
母
の
来
て
い
る
夏
の

旅
(
沖
井
瑞
穂
・
長
浜
小
六
年
)

，《
占
A
L井

市

Tた輝本口い円

{
入
選
一
谷
上
し
ず
え
、
上
田
智
成
、

後
藤
隆
志
、
深
井
皇
理
、
坂
本
光
、
登

尾
三
穂
、
松
岡
寛
幸
、
前
田
恵
理
(
以

上
喜
多
灘
小
)
、
清
水
純
一
、
大
西
愛

子
、
高
石
律
香
、
門
田
美
香
、
鎌
田
栄

次
、
門
田
絃
明
、
城
戸
隆
志
、
福
村
安

邦
(
以
上
白
滝
小
)
、
松
田
知
位
、
日

野
陽
平
、
山
本
仁
、
二
宮
泰
宏
、
菊
地

志
保
、
菊
地
啓
志
、
桑
野
拓
、
山
本
沙

織
、
高
橋
令
(
以
上
櫛
生
小
)
、
湊
賢
、

矢
野
上
目
田
代
、
新
山
隆
、
清
田
和
宏
、

高
崎
龍
二
、
坂
本
尚
美
、
石
田
雅
代
、

紙
本
響
子
、
和
佐
田
佐
織
(
以
上
長
浜

中
学
生
@
部

一
入
選
}
安
藤
禎
夫
、
高
崎
圭
一
郎
、

松
本
由
香
、
峯
脇
宏
美
、
下
坂
純
子
、

演
上
ゆ
み
(
以
上
長
浜
中
)

優
秀
賞
に

高
麗
浩
司
君

県
教
育
俳
句
大
会

平
成
三
年
十
二
月
十
日
、
松
山
で
行

わ
れ
た
第
十
六
回
愛
媛
県
教
育
俳
句
大

会
で
、
高
屋
浩
司
君
(
長
中
一
年
)
の

俳
句
が
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
で
県
内
応
募

八
百
十
六
匂
中
、
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。な
お
、
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

{
優
秀
賞
}
盆
と
ん
ぼ
急
に
ふ
え
て
る

埋
立
地
(
高
層
浩
司
・
長
中
一
年
)

一
佳
作
一
平
岡
千
里
、
山
田
美
香
、
二

宮
和
美
(
以
上
長
中
二
年
)
、
後
藤
奈
々

恵
(
出
海
小
五
年
)
、
津
田
愛
美

ウ
櫛
生
小
五
年
)
、
福
本
剛
(
豊
茂
小

六
年
)
、
門
田
美
香
(
白
滝
小
四
年
)
、

上
回
太
、
松
浦
千
佳
子
(
喜
多
灘
小
五

年
)
、
小
西
敏
隆
(
大
和
小
六
年
)
、

中
川
智
史
、
紙
本
響
子
(
以
上
長
浜
小

六
年

優秀賞に輝いた高屋くん



-8ー

一冗

N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

鈴
木
健
二
氏
を
招
い
て

長
浜
町
文
化
講
漬
会

印刷 (有)岸本印刷平成 4年 2月 1日発行

長
浜
町
で

は
、
元

N
H

K
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
鈴
木

健
二
氏
を
招

い
て
、
文
化

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

一
日
時
一
平
成
四
年
三
一
月
七
日
(
土
)
・

午
後
一
時
か
ら
一
場
所
一
長
浜
町
体
育

館
大
ホ
l
ル
一
演
題
一
「
ふ
る
さ
と
ず
つ

く
り
、
人
づ
く
り
」
一
入
場
料
一
無
料

(
整
理
券
必
要
)
{
申
込
締
切
一
二
月

二
十
九
日
(
土
)
ま
で
。

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
(
五
二

I

一
一
一
一
)
ま
た
は
各
連
絡
所
ま
で
。

平成 4年 2月号

三
年
度
第
四
回
受
付
開
始

愛
媛
県
年
金
福
祉
協
会
で
は
、
住
宅

広報ながはま

融
資
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
{
融
資
利
率
一
年
五
・
七
一
す
ト
(
金

一
利
用
で
き
る
方
一
現
在
厚
生
年
金
保
融
情
勢
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ

険
加
入
者
で
、
加
入
期
聞
が
三
年
以
上
り
ま
す
。
)
一
返
済
期
間
一
五
年
か
ら

の
方
。
一
資
金
の
使
い
み
ち
一
新
築
住
三
十
五
年
。
一
受
付
期
間
一
平
成
四
年

宅
・
マ
ン
シ
ョ
ン
a

建
売
住
宅
、
中
古
三
月
十
三
日
ま
で
。

住
宅
の
購
入
及
び
増
改
築
な
ど
の
資
金
。
詳
し
く
は
、
(
社
)
愛
媛
県
年
金
福
祉

一
融
資
金
額
一
所
要
資
金
の
八

o
rト
協

会

(
O八
九
九

1
四
一

l
七
六
六
七
)

以
内
で
最
高
一
千
八
百
八
十
万
円
。
ま
た
は
お
近
く
の
金
融
機
関
ま
で
。

φ 
結
婚

12月のトップは

新山博司・真実さんのカップル

¥

大

洲

市

丸

田

善

行

/

沖

浦

沖

野

美

智

代

¥

下

須

戒

菊

地

明

/
喜
一
附
刊
町
小
川
町
子

ヘ

仁

久

笹

本

健

二

/

沖

浦

片

山

静

江

¥

出

海

河

野

悟

久

/

今

坊

桐

田

美

和

¥

下

須

戒

永

岡

公

一

/

大

洲

市

三

好

典

子

¥

長

浜

上

田

典

史

/

大

洲

市

清

水

朋

子

(一一一一一)

(一二

O
)

(四

O
)

(
三
ヱ
ハ
)

二
九
)

二
九
)

(
一
一
七
)

(一一一一一)

(一一一一一)

(
一
二
三

(
三
四
)

(
二
七
)

長
男

下
須
戒

長

浜

長

浜

沖

浦
上
老
松

下
須
戒

下
須
戒

イ主

児
名

白

滝

長

浜

穂

積
上
老
松

長

浜

白

滝柴
下
須
戒

白

滝
長

浜

戒

川

白

滝

白

滝

松

田

公

太

渡

尚

片

岡

伸

二

世

ノ

上

寛

畝

中

朗

水

口

惜

大
野
晋
五
口

お
ぐ
や
み

ロ
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

戸斤

氏

長長長長長長長
男男女男女男女

名

死
亡
時
年
齢

ロ
月
長
浜
町
役
場
届
出
分
(
敬
称
略
)

刊
は
月
届
出
分

(
敬
称
略
)婚

姻
時
年
齢

お
誕
生
お
め
で
と
う

H

ロ
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

〆会、
寸

坊

中
見

公
謹

新
納
フ
ユ
ノ

松
末
ヨ
シ
ヱ

戒

子

満

池

田

君

子

久

保

一

彦

野

間

観

恵

山

城

博

愛

白
石
ヤ
ヱ
ノ

徳
田
コ
ハ
ル

藤
測
ユ
リ
コ

上
岡
サ
カ
ヱ

久

保

花

子

浅

野

異

三

(
八
六
)

(
八
六
)

(七

O
)

(
八
九
)

(
六
五
)

(
八
こ

(
六
五
)

(
八
二
一
)

(
八
四
)

(
六
回
)

(
九
一
)

(
八
二
)

(
七
六
)

2月4日は立春。当然前日
の 3日は節分。大寒も終って
冬から春へ季節を二分するか

ら節分という。 I鬼は外、福
は内」ととなえて豆を撒く。

雪や氷、木枯らしなど冬の厳

しさを司る冬の神を鬼に見立

て、一陽来福温かさと光に満

ちた春を司る女神を福として

これを迎えようと原頁うもので

ある。今年は珍しく立春と旧

正月が重なり名実共に春を迎

えることになる。立春は八十

八夜、二百十日等重要な季節

を数える基準日となり大切な

意味をになっているのである

がもう一つ大切な行事が附帯

していることを忘れではなら

ない。それは少年式である。

少年式は昔の元服の式に相当

し、満14才になった中学 2年

生を対象に毎年全国の中学校

で行われるものである。法的

には一人前の人格として非行

や犯罪に責任を持つものとさ

れ、一定の刑罰を受けねばな

らない。内面的には“立志"

と“自立，."をモットーとして

主体性を確立する自覚を促す

ものである。単なる学校行事

として終らせることなく、 ム

般の大人もこれらの少年には

げましと温かい慈愛の眼を注

いでもらいたいものである。

イ主

戸斤

氏

名

¥

長

浜

新

山

F

岐

阜

県

旧

事

ノ
多
治
見
市

14耳

博
司
真
美

ブLf¥、

豊期千創結圭沙
明太佳 依佑季

一一悪

さ
て
、
表
紙
に
登
場
し
た
新
成
人
者

の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

多
分
、
新
た
な
決
意
を
秘
め
式
に
出
席

さ
れ
た
事
と
思
い
ま
す
。
(
私
も
そ
う

で
し
た
が
、
し
か
し
:
)
皆
さ
ん
、
成

人
者
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
訳
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
楽
し
い
事
や
苦
し
い

こ
と
、
あ
る
い
は
、
人
生
の
迷
い
に
ぶ

つ
か
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

(
迷
っ
た
道
は
忘
れ
な
い
、
も
う
迷
わ

な
い
・
:
私
の
好
き
な
言
葉
で
す
。
)
自

分
の
努
力
で
切
り
開
い
て
、
ま
た
、
成

人
式
の
日
の
よ
う
に
力
強
く
踏
み
出
し

て

く

だ

さ

い

。

(

い

)

小
浦
リ
バ

l
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
整
備
:
-
こ
の
事
業
は
、
水
辺
で
の
ふ

れ
あ
い
を
テ

l
マ
に
い
ろ
い
ろ
な
施
設

が
整
備
さ
れ
る
公
園
で
あ
り
、
合
わ
せ

て
、
児
童
遊
園
を
主
体
と
し
た
ス
ポ
ー

ツ
広
場
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。

数

人口をふやしましょう

12月末現在 前月との比較

11，193人 4人減

人口 (男 5，243人) (男 1人減)
女5，950人 女 3人減

世帯数 3，722世帯 2世帯増

帯世口人


